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７月23日(土)､ 24日(日)にボランティア入門講
座を開催しました｡
１日目は､ 車椅子介助､ 視覚障害者介助､ 手話
体験､ 障害をお持ちの方々の日常生話談を話して
いただき､ ２日目は､ きょうとNPOセンター事
務局長の深尾昌峰氏より ｢ボランティア活動を楽
しもう｣ のテーマで講演をしていただきました｡
15名の参加がありました｡

(詳しくは７ページ)
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住民参加型
在宅福祉サービス事業くらしのサポート愛ちゃん

困ったときお互いさまの気持ちをもった人たちが会員となり､ 有料 (実費程度) で､ 清掃や洗濯､ 買
い物などの家事や送迎などのサポートを行うものです｡
このサービスでは､ 支える方 (協力会員) と支えられる方 (利用会員) がサポートを通じてお互いに
助け合うことを目的としています｡ (就業や営利が目的ではありません)

家事援助サポート 簡単な身の回りのサポート 移送サポート

詳しいお問い合わせは 八幡市社会福祉協議会 �075-983-4450
まな

利用できる方 市内に住み､ 何らかの事情により日常生活を営むのに支障があり､ 他の福祉サービス
の利用などが困難な人及び公的なサービスでは対応困難な人｡ サポートを利用するに
は､ 会員登録が必要です｡ 会費�年度額 1,000円

家事援助は30分350円､ 介助・移送サポートは30分450円の費用負担が必要です｡
※ただし時間外・休日は別途費用を加算｡ また､ 活動に伴う交通費も利用者負担となります｡

利 用 料

くらしのサポート愛ちゃんでは､ この事業の趣旨に賛同し､ 家事・介助のお世
話のできる方を募集しております｡ なお協力員としてサポートしていただいた
方には利用料金と同額の活動費をお支払いします｡
※登録会費�年度額 1,000円

協力会員
募 集

出出会会いいととふふれれああいいのの中中かからら 22000055 夏夏
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。
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����������������������������������������������������������場所 八幡市社会福祉協議会内�時間 平日９時～16時まで 夜間･休日も電話で受付しています�電話 983-2000 FAX 983-5798

困ったときちょっと相談してみませんか

ふれあい福祉センター相談室

認知症や知的障害､精神障害のある方に住み慣れた地域で安心して暮らしていただくためのお手伝い

地域福祉権利擁護事業[福祉サービス利用援助事業]のご案内

●地域福祉権利擁護事業では利用者ご本人と契約のうえ､
このようなお手伝いをさせていただきます｡
○福祉サービス利用のお手伝い
福祉サービスの情報提供や､ 利用にかかる手続きの同行､ 代行､ 契約の締結
役所などからの書類の整理や､ 必要な手続きの同行､ 代行､ 契約の締結

○日常的な金銭管理のお手伝い
家賃や公共料金､ 福祉サービス利用料の支払い､ 必要な手続きの同行､ 代行､ 契約の締結
通帳やはんこの管理

●このようなことでお困りの方は八幡市社会福祉協議会にご相談ください｡
福祉サービスにはどのようなものがあるのかわからない…｡
役所などから送られてくる書類の内容がわからない…｡
家賃や公共料金､ 福祉サービスの利用料などの支払いが心配…｡
物忘れが多くて､ お金や通帳など､ 大事なものをしまい忘れてしまう…｡

●ご利用料金
１時間1,000円です｡ (交通費､ 実費は別途ご負担いただきます｡)
通帳やはんこをお預かりする場合､ おひとり年間3,000円 (月額250円) ご負担いただきます｡
生活保護を受けている方は利用料の負担はありません｡

八幡市社会福祉協議会 電話�983-4450 FAX�983-5798●ご相談・お問い合わせ

●ご利用方法
①社会福祉協議会へご相談
②社会福祉協議会の専門員による訪問 (相談により､ お手伝いが必要と考えられる方に対し､ 契約締
結能力があるかどうかの確認を行います)

③契約 (利用者の意志を尊重しながら ｢契約書｣ と ｢支援計画｣ を作成し､ 契約を締結します)
④生活支援員によるお手伝いの開始 (｢支援計画｣ に基づいて､ 社会福祉協議会から生活支援員が派
遣されます)

出会い



社協だより 2005年(平成17年)９月１日( 5 )

○○軽軽度度生生活活援援助助事事業業

内 容 調理､ 衣類の洗濯､ 補修､ 住居等の掃除､ 生活必需品のお買い物､ その他

身の回りの世話や日常生活に関する相談助言を行います｡

対 象 者 病気やけがなどで一時的に介護が必要な､ 低所得世帯でおおむね65歳以上

の高齢者世帯又は障害者世帯

利用範囲 １世帯１日につき３時間以内で１カ月以内

利用時間 通常､ 午前８時～午後６時まで

(午前７時～午前８時及び午後６時～午後８

時までの時間帯の利用については別途費用負

担が必要です)

費用負担 (生活支援) １時間当たり210円

(身体介護) １時間当たり420円

○○精精神神障障害害者者ホホーームムヘヘルルパパーー派派遣遣事事業業

内 容 自立と社会復帰を目的にホームヘルパーを派遣します｡

ヘルパー派遣は原則として２人体制です｡

対 象 者 精神障害者保健福祉手帳又は障害年金の受給者

利用時間 面接の上､ 決定します｡

費用負担 自己負担は収入に応じ１時間無料から950円

○○寝寝具具乾乾燥燥等等ササーービビスス

内 容 健康増進及び衛生保持を図るため､ 訪問によ

る寝具の乾燥消毒及び丸洗いを行います｡

対 象 者 自ら及び家族等が寝具の乾燥消毒や丸洗いを

することが困難なおおむね65歳以上の高齢者

又は障害者｡

利用範囲 【寝 具 乾 燥】１回につき３枚まで (年４回実施)

【寝具丸洗い】１回につき２枚まで (年２回実施)

費用負担 寝具乾燥・１組につき300円

寝具丸洗い・１枚につき200円

(ただし､ 生活保護世帯は無料)

八八八幡幡幡市市市よよよりりりののの委委委託託託事事事業業業関関関係係係

○○身身体体・・知知的的障障
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場

○○身身体体・・知知的的障障

目 的 利
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事

ス

居居宅宅生活

問い合わせ �983-1504八 幡 市 社 会 福 祉 協 議 会
ホームヘルパーステーション

○○介介護護予予

内 容

対 象 者

開催日時

費用負担
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障障害害児児者者移移動動介介護護

重度の身体障害児者及び

知的障害者の外出にガイ

ドヘルパーを派遣する事

により､ 自立と社会参加

の促進と障害者福祉の増

進を図ります｡

公的機関及び医療機関・

社会参加促進の観点から外出するとき､ 適当な

付き添いが得られないため､ 外出に支障がある

場合｡

障障害害児児者者身身体体介介護護・・家家事事援援助助

利用者が可能な限りその居宅において､ その有

する能力に応じ自立した日常生活を営むことが

できるよう援助します｡

ホームヘルパーを派遣する事により適切な家

事､ 介護等の日常生活を営むのに必要なサービ

スを提供します｡

○○居居宅宅介介護護支支援援事事業業�居宅サービス計画作成
要介護者の依頼を受けて､ その心身の状況､ その置かれて

いる環境､ 本人及び介護者の希望等を勘案し､ 利用する居宅

サービス等の種類､ 内容の計画をたてます (区分支給限度額

の管理を行う)｡�居宅サービス事業者と連絡調整
居宅サービス計画に基づくサービスの提供が確保されるよ

う､ 調整します｡�要介護認定のための訪問調査
申請者の心身の状態に関する調査を行います｡

○○訪訪問問介介護護事事業業

利用者の日常生活全般の状況及び希望を踏まえて ｢居宅介護

サービス計画｣ にそって ｢訪問介護計画｣ を作成し､ サービス

を提供します｡

居宅宅生生活活支支援援費費関関係係 介介護護保保険険制制度度関関係係

予予防防事事業業((いいききいいきき元元気気塾塾))

容 閉じこもりがちな一人暮らし等の高齢者が要介護状態になることを防止するため､ 機能訓練・茶話会

等を通じて心身機能の維持向上及び社会的孤立感の解消を図ることを目的に開催します｡

者 おおむね65歳以上の方で､ 介護保険の通所系サービスを利用していない方

時 南ヶ丘老人の家…毎週月曜日 老人憩いの家八寿園…毎週水曜日

担 １回100円



各学区福祉委員会では､福祉委員(地域のボランティア)を募集しています｡
お問い合わせは､社協(�983-4450)まで｡
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南山小学校区福祉委員会
７月23日､ 八幡市高齢介護課河上課長を講師に介護保険につ

いて研修会を開催しました｡ 昨年実施したアンケートの中で､

介護保険のことが知りたいと要望の多かったテーマで参加者総

勢70名でした｡

はじめにクイズ方式で現在の介護保険の説明があり､ 来年度

法改正による新しい介護保険の説明についても､ わかりやすく

説明してもらい大盛況の内に終わりました｡

参加されたみなさんは ｢わかりやすくて､ よかった｣ と喜ん

でおられました｡

今秋も､ 毎年八寿園で開催されている､ ｢ふれあいの集い｣

があります｡ 皆様のご参加をお待ちしております｡

美豆小学校区福祉委員会
去る４月３日�地域住民の親睦と体力づくりを兼ねた ｢ハイ
キングと花見会｣ を実施しました｡

10時30分､ 淀大橋南詰より宇治川堤防を出発した一行は､ 左

に宇治川と京都競馬場を､ 右に新しく開通したばかりの京滋バ

イパスと､ その彼方に広がる田園風景を眺めながら目的地の東

一口に到着しました｡ 期待していた桜並木は赤くふくらんでは

いるが､ 開花はちらほらで物足りぬ感はありましたが､ 当地で

は恒例の町挙げて来観者を歓迎する日とあって､ 道路際の彼方

此方でグループごとに陣取り､ 弁当を広げ､ 格安の飲み物や､

おでん・焼きそばに舌鼓を打って“花よりだんご”飲んで食っ

て､ 和やかに談笑する人､ 今年はじめて公開された庄屋屋敷・

山田邸を見学して ｢おうす｣ を味わう人､ 等々､ それぞれに楽

しい１時間を過ごし､ 帰途につきました｡ 子供を含め55名が思

い出に残る一時を心ゆくまで楽しんで頂き､ 親睦を図ることが

できました｡

�����������
八幡小学校区福祉委員会

今年度も ｢ふれあいサロン｣ 活動を中心に健康増進､ 世代間

交流など､ 人生が楽しいと感じられる街づくりを目標に努力し

てまいります｡ みなさまのご参加をお待ちしています｡

橋本小学校区福祉委員会
当校区は､ 昔からの家並みと新しい住宅とが入り交じったな

かで､ 人口が少しずつ増加している地域です｡

活動としては､ ３ケ所で毎月開催の高齢者を対象とした ｢地

域ふれあいサロン｣ やちびっ子とお母さんを対象にした ｢元気

ひろば｣ ｢童謡歌おう会｣ ｢歩こう会｣ ｢健康教室｣ さらに ｢餅

つき大会｣ を開催し､ 延ベ1500余名のご参加をいただきまし

た｡

住民に役立つ活動をしていくのには､ メンバーが足りませ

ん｡ 一緒に活動していただける仲間 (福祉委員) を大募集して

います｡

ふれあいの
集い企画チーム

◎小地域ふれあいサロン
｢ふれあいの集い｣

７月31日�３区公会堂で
開催済
９月10日�､ 11月､ 翌年
３月の開催予定

広報調査部
◎広報紙 ｢しあわせの輪27
号｣ (６月16日発行済)
◎広報紙 ｢しあわせの輪28
号｣ (９月発行予定)
◎広報紙 ｢しあわせの輪29
号｣ (11月発行予定)
◎広報紙 ｢しあわせの

輪30号｣ (翌年３
月発行予定)

｢平成17年度行事予定｣

健康増進部
◎第７回｢歩こ
う会｣ 10月19日�
開催の予定
行先�石清水八幡宮(ひだ
まりルート経由)
◎第９回 ｢すこやか健康学級｣
翌年３月10日�開催の予定
(２区公会堂)
テーマ�｢足腰を強くして

転倒骨折を
防ごう｣

福祉ネットワーク部
◎｢親子秋まつり｣への共催
11月26日�開催予定
八幡小学校PTA主催
◎大人と子供のふれあい
｢もちつき大会｣
12月11日�開催予定
(八幡小学校体育館)

ボランティア研修部
◎第９回 ｢介護のつどい｣
７月４日�開催済(２区公会堂)

テーマ：｢高齢期の
トイレの悩みと改善法｣

一木会
いちもくかい

(ふれあいサロン)と西遊寺保育園児との交流



ボ ラ ン テ ィ ア の 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ は
八幡市社協ボランティア活動センター(�983-4450)まで
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当日ボランティア募集しています｡
会場設営､ 得点係､ 後片付け等を手伝っていただ
きたいと思います｡ 詳しくは､ 社協 寳�まで平成17年11月19日(土)
第15回 八幡市卓球バレー交流大会

八幡市ボランティア活動セ
ンターでは､ ボランティア
グループ ｢フリージャー｣
の協力を得て､ 高齢者又は
障害者とのお二人暮しで､ 一方が介護を必要とす
る方へ昼食のお弁当をお届けしています｡
1回､ 500円(2食分)です｡
配食日 毎月第4木曜日(昼食)

詳しくは､ 社協 寳�まで
ご利用
ください ｢��������｣

ボランティア募集､ ボランティアをしたい等の
チラシ､ 記事がございましたら､ 掲示板を利用し
ていただきたいと思います｡ また､ お気軽に掲示
板を覗いてください (社協を入って左側です)｡

����������������
平成17年７月１日､ 男山第３中学校１年生150名

が八幡市難聴者協会長の前田愛子さんを講師に迎え､
耳が聞こえなくなる事により情報が入ってこない不
安さ､ 生活をする上での不自由な事についてお話し
ていただきました｡
◆男山手話サークル 前川美智子さん

(一部抜粋をして､
紹介させていただきま
す｡)
難聴者のお話を聞い

て感動しました｡ また､
生徒の皆さん､ 先生も
感動されていて､ 非常

に良かったです｡ 教室に入ってきた先生は無言で一
礼されていました｡ 無言で生徒への教育指導をされ
ている姿に感心をしました｡ 生徒の態度もすばらし
く､ 私達もみならわなければならないと思いました｡
◆要約筆記サークル ひびき 藤井大太郎さん
(一部を抜粋して､ 紹介させていただきます｡)
なぜ､ 難聴者が要約筆記が必要なのか等を説明し
て､ 実際にノートテイクやＯＨＣ､ パソコンにも挑
戦してもらいました｡ 現代っ子の為､ パソコンには
意欲満々でした｡ 短い時間でしたが､ 難聴者､ 要約
筆記のこと､ ボランティア､ 福祉について理解して
もらえたらうれしいかぎりです｡ 私たちも若い人た
ちから何かパワーをもらえたようです｡

男男男男男山山山山山第第第第第三三三三三中中中中中学学学学学校校校校校人人人人人権権権権権学学学学学習習習習習ににににに参参参参参加加加加加しししししててててて

【講演の内容】
ボランティア活動とは､ 自分の意思で希望し､ 積
極的に参加する姿勢､ 誰もが気軽に参加できる ｢何
かやってみよう｣ という自発的な気持ちが大切です｡
活動は無償性のものであり､ 自分がこの人の為にが
んばらないといけないと深く考えずに､ 気軽に ｢ボ
ランティアライフ｣ を楽しんで欲しい｡ という内容

の講演をいただきました｡
【参加者の声】
手話での会話､
覚えるのに大変で
した｡ でも自分の
名前を手話で伝え
ることができてう
れしかったです｡
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社協だより 2005年(平成17年)９月１日 ( 8 )

社協だよりへのご意見･ご感想をお寄せください｡

本年度の敬老会は､ 満73歳以上の方 (昭和７年12月
31日以前に生まれた方) を対象に､ 地域ごとに ｢午前
の部｣ と ｢午後の部｣ の２回に分けて開催いたします｡
対象となる皆様には案内状を送付しております｡ 万一
届いていない方がおられましたら､ 社協事務局までご
連絡ください｡

午前の部 午前10時から午前11時55分まで
対象地域：１区､ 安居塚自治会､ きつつき自治会､ 柿ヶ谷
自治会､ 式部園自治会､ 月愛自治会､ 南山自治会､ 福禄谷
自治会､ 上区､ 中区､ 上奈良区､ 下奈良区､ 二階堂区､ 戸
津区､ 内里区､ 美濃山区､ 幸水自治会､ 美濃山グリーンタ
ウン自治会､ 欽明台中央自治会､ 欽明台西自治会､ ファイ
ンガーデンあゆみヶ丘自治会､ 農住ヒル塚コミュニティー､
美濃山ローズガーデン自治会､ 男山Ａ地区自治会､ 男山第
二住宅管理組合､ 男山Ｂ地区自治会､ 男山第三住宅管理組
合､ 吉井松里町内会､ 男山金振町内会､ 男山Ｃ地区自治会､
男山中央住区､ 男山第四住宅管理組合､ 男山雄徳自治会､
男山Ｅ地区管理組合､ 男山泉自治会､ 男山長沢自治会､ 指
月地区､美桜地区､男山Ｄ地区､京都ひまわり園､有智の郷
午後の部 午後2時から午後3時55分まで
対象地域：２区自治連合会､ 双栗自治会､ ３区､ 長町・樋
ノ口連合会自治会､ 川口区､ 石清水ビューハイツ自治会､
４区､ 西山地域町内会連合会､ ５区､ ６区､ 京都八勝館

�����������������983-4450
日日日日時時時時

場場場場所所所所

内内内内容容容容

平成17年10月1日(土)
八幡市文化センター 大ホール

式典､演芸

物品の値付けボランティアも募集しています｡�提供品を集める期間
10月24日�～11月８日��値付け
11月９日､ 10日､ 11日

日用品・雑貨・食料品 (賞味期限内)・衣料品

(新品) など何でも結構です｡ (家具・電気製品

など大型のものは不可)

提供品がございましたら､ 社会福祉協議会まで

ご連絡ください｡

第第第111111回回回

連絡先�八幡市社会福祉協議会�983-4450
とととと きききき

ととととこここころろろろ

11月12日(土) 雨天決行
午前10時～午後1時
福祉会館 (市役所北200m)

バババザザザーーー用用用品品品ののの提提提供供供をををおおお願願願いいいしししままますすす｡｡｡

読読者者のの声声をを募募集集ししてていいまますす
みなさんに少しでも社協のことを知っていただくため
に､ 読みやすくて､ わかりやすい紙面づくりをしていき
たいと思っていますので､ ご意見・ご感想をお寄せくだ
さい｡ (ハガキ･FAX･Ｅメール)
寄せられましたご意見・ご感想は後日､ お名前 (ペン
ネームでも構いません) と共に社協だよりで紹介させて
いただきます｡

今年も10月１日から 『地域の福祉､ みんなで参加』 をスローガ
ンに全国一斉に赤い羽根共同募金運動がはじまります｡ 八幡地区
支会でも様々な団体の協力を得て､ 戸別募金・街頭募金・特別資
材募金などに取り組みます｡
今年度も身近な地
域福祉のために､ 市
民の皆様のご協力を
お願いいたします｡

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤 いいいいいいいいいいい 羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽 根根根根根根根根根根根 共共共共共共共共共共共 同同同同同同同同同同同 募募募募募募募募募募募 金金金金金金金金金金金●平成17年度●
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八幡市社協ボラン
テ ィア活動センタ

ー

ボランティア活
動ってどんなこ

と   
 ２

ボランティア活
動の4原則   

 ３

ボランティア活
動をするにあた

って   
 ４

八幡市社協ボラ
ンティア活動セ

ンターに行って
みよう    ６

いろいろなボラ
ンティア活動 

 
 ８

ちょっとやって
みよう1／車い

す   
１０

ちょっとやって
みよう2／手話

  
１２

耳が不自由って
どんなこと   

１３

ちょっとやって
みよう3／点字

  
１４

補助犬っ て知っ
てます？   

１５

●��������●
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社協にありますので､
ご希望の方はお申し出ください｡
連絡先 983-4450


